
カーボンマネジメント
支援ツール

BCEMBCEM



BCEMとは
カーボンマネジメントを支援するツールです。
各団体が管理する建物の温室効果ガス排出状況を毎月入力することで、
年間排出量の集計・予測・レポート作成等ができる、温室効果ガス排
出量の一元管理システムです。

できること

分類ごとの管理担当者を設定できる

全体管理者は建物分類ごとに管理担当者を設定し、個別に上がった報告を
確認・集計することができます。

集計単位をカスタマイズできる

建物分類（事務所、商業施設、インフラ施設など）を自由に設定し、分類ごと
に確認・集計することができます。

年度レポートの作成ができる

インターネットブラウザでどこからでもアクセスが可能

BCEMのプログラムはインストール不要です。インターネットブラウザから
いつでもどこでも情報へのアクセスが可能です。
また直感的操作が可能なインターフェースで簡単に入力ができます。

入力したデータをもとに全体の年度レポートが簡単に作成でき、レポートごと
に配布されるURLを使用して外部機関にレポートの提示ができます。

必要な環境

パソコン
（インターネットへの接続が必要）
管理者はCSVデータの作成、編集が
可能なソフトなど

建物別・分類別の年間の温室効果ガス排出状況が予測・把握できる

毎月エネルギー使用量を入力すると、 CO2換算された排出量が自動で計算され、
年間の積算排出量や目標に対する予測値をグラフで確認することができます。
（あらかじめ排出係数などの入力が必要です。）
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作業イメージ

各施設の管理担当者

ネットからBCEMにログイン。
各施設の活動量（電気、燃料
等の使用量）を入力。

団体（事業者全体）の管理者

ネットからBCEMにログイン。
建物や年度目標の設定を行う。

上がってきた報告、集計を確認。
温室効果ガス排出状況を確認し、
必要に応じて対策を行う。

年度末にはレポートを作成し
団体HPなどで提示。

温室効果ガス排出量の表示
• 各月の排出量を積上グラフで表示し、
目標に対してどうなっているか、こ
の先どうなるかが分かるようになり
ます。

• 建物別、分類別で表示できます。任
意の分類フィルターで集計すること
もできます。

全体のレポートを作成してURLを取得し、
外部に提示することができます。



BCEM導入 Before⇒After

Before（これまでの課題） After（BCEMの場合）

1
環境部局の担当者が各施設から
届くエクセルデータを集計⇒多
くの工数がかかる

各施設の担当者がブラウザから
データを入力
⇒データ集計のための工数を大幅
削減

2
GHG排出量は次年度にならな
いとわからない

毎月のデータを入力することで、
年度途中で排出状況を確認できる

3
各施設の担当者は全体のGHG
排出量がわからないため、市全
体での削減意識を持てない

各施設の担当者は他施設や市全体
の排出量を確認でき、当事者意識
が生まれる

4
環境部局の担当者は各施設の現
状を把握しにくいため、問題が
顕在化しないため対策が遅れる。

計画通りGHG削減できていない施
設を年度途中で把握。市全体での
計画達成に向け、早い対応が可能


